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論 文 内 容 の 要 旨 
 コンピュータ・システムが、急速、かつ、広範囲に広まっていることにより、ソフトウェアは急激に大型化・複雑
化している。社会やビジネスの基幹部がソフトウェアに依存する度合いが大きくなるに従い、ソフトウェアの開発は、
高品質を維持しつつ、開発期間の短縮を求められている。高品質ソフトウェアを短期間で開発するという相反する要
求を満足させるには、開発プロセスの 50％を占める品質確保プロセス（デバッグとテスト）の効率を上げ、開発期間
や投入工数を削減することが重要課題となる。 
 一方、ソフトウェアのテスト・プロセスは、以下のように進化した。 
 ⑴ 第１世代：開発者自身がソフトウェアを検証する。 
 ⑵ 第２世代：開発プロジェクトの中にあるテスト・チームが検証する。 
 ⑶ 第３世代：開発プロジェクトとは独立にテスト・チームがあり、独立にテストを実施する。 
 本論文では、テスト・プロセスの効率向上により、開発プロセスの期間短縮、および、工数削減を実現する方法を
述べる。本論文で、以下の２つのテスト・プロセスの効率向上策を取り上げた。 
 ⑴ テスト・プロセスの最新の進化形態である第３世代テスト・プロセスの効率向上 
 ⑵ 第３世代テスト・プロセスの限界を超えて、テスト・プロセスの効率を向上させるため、新テスト・プロセス
（第４世代テスト・プロセス）を提案 
 第３世代テスト・プロセスでの効率向上策として、テスト項目の効率的な設計プロセス、テストの評価プロセス、
および、テスト完了判定プロセスについて論じた。 
 新テスト・プロセスの提案として、デバッグ・プロセスとテスト・プロセスを融合させる第４世代テスト・プロセ
スを提案した。第４世代テスト・プロセスでは、テスト技術者が開発技術者を指揮することで効率的なテスト項目設
計、および、テスト・プロセスの実行が可能となるため、開発期間短縮、および、開発工数削減を期待できる。 
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 ソフトウェア開発における開発期間を計画通りに守ることは、開発されるソフトウェアプロダクトの品質の保証と
同様に、きわめて重要な事項である。そのためには開発工数の 50％近くを占めているソフトウェアテストにおけるプ
ロセスの改善が有効である。本論文では特に品質制御の面からプロセスの効率化に取り組んだ２つの試みについて述
べている。 
 最初の試みは、あくまでも現在のソフトウェアプロセスの枠内での改善に関するものである。具体的には、日本を
代表するソフトウェア開発企業におけるテストプロセス改善の事例を取りあげ、成功要因の詳細な分析を行っている。
その結果として次の２つを導いている。 
 ⑴ テスト項目設計プロセスにおいて、マトリクス形式を採用したテスト項目のドキュメント化を行ったこと、及
び、テスト項目設計のための数値目標を設定したことが極めて有効であった。 
 ⑵ テスト管理者が定量的手段を利用してテストの進行状況を評価したこと、及び、完了判定したことがテストプ
ロセスの改善にとって有用であった。 
 次の試みは、新しいソフトウェアテストプロセスの構築を目指したプロセス改善の提案である。この提案は実際の
ソフトウェア開発へ適用され、その評価・分析も行われている。プロセス改善のキーアイディアは品質保証の責任者
をプロジェクト管理者とは別に新しく導入することにある。この責任者が品質制御の全てに責任を持ち、デバッグプ
ロセスとテストプロセスを１つにまとめて指揮監督する。提案するプロセス改善の効果は４つのメトリクスによって
次のように評価されている。 
 ⑴ 開発期間に関して、デバッグとテストのための工数を約 9.7％削減できた。 
 ⑵ バグ検出率については約２％の改善が見られる。一方、生産性についても１人週当たりで 19％の向上が見られ
る。 
 ⑶ 摘出バグ件数に関しては、平均的には改善があるが、統計的には有意性がない。 
 これらの評価結果より、提案する新しいテストプロセスはソフトウェアテストにおける効率向上を十分に達成して
いると判断できる。 
 以上のように、本論文はソフトウェアテストにおけるプロセスの効率化に関して重要な成果を示しており、情報工
学、特に実証的ソフトウェア工学における品質向上のためのプロセス改善に関する分野に貢献するところが大きい。
よって博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
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